
防災・減災に向けた区・自主防災組織の取組について 

 

諏訪市危機管理室 

 

局地的豪雨や巨大地震発生など、自然災害が頻発化・激甚化しています。 

防災・減災には「自助」「共助」「公助」の役割分担と連携が重要です。以下の点につい

てご確認いただきますようよろしくお願いします。 

 

１ 地域防災力向上支援事業補助金をご活用ください 

自主防災組織が行う防災資機材・備蓄品の整備、防災士の資格取得支援、防災・啓発等

ソフト事業（防災訓練の実施、地域防災マップ作成、防災啓発・学習、避難所開設運営訓

練等）の経費を補助します。自主防災組織の活動活性化、官民協働による「共助」推進を

図り、防災意識向上や一人ひとりの危機への備えと協力体制を推進します。令和４、５年

度に活用された実績を別表に掲載しましたので、参考にしてください。 

「防災士」の資格取得費用へ補助を行い地域防災の担い手を養成しています。防災士は、

計画的な備蓄品購入の助言や、防災訓練の企画立案等に協力できます。市には名簿があり、

各地区の防災士の情報を提供できます。 

この機会に積極的なご活用をお考えください。また、申請方法、購入物品の検討などお

気軽にお問い合わせください。 

 

【ソフト事業の対象経費】 

令和６年度より自主防災組織が取り組む次のソフト事業が補助対象となっています。 

■防災訓練 

■地域防災マップ作成 

地域の災害リスクの調査、まとめ、共有を支援します。 

■防災学習・啓発活動 

最短かつ経済的な経路とし、入場料、交通費及び資料費が対象 

■避難所運営委員会の設置 

「７ 避難所開設運営にご協力ください」をご覧ください。 

■避難所マニュアル作成 

■避難所等学習・訓練等 

 

【防災訓練の充実について】 

防災訓練に多くの住民が参加して共助を推進するため、従来の基礎的な防災訓練に啓発

活動や体験の機会を加え、ネーミングを工夫することで参加を促し、「命を守る」という訓

練目的の達成に寄与している特色のある事例を紹介します。訓練計画の策定の際にご利用

してください。 

 

■島崎一区では、「しまいち防災教室」を開催し、「正しい知識で自分と家族の身を守る」

をテーマに、市の出前講座でハザードマップの学習、能登半島地震に派遣された広域

消防職員の活動報告を行いました。防災グッズの配布も行い、当初の予定の２倍以上

の参加者がありました。（令和６年度） 

■中浜町区では、「中浜町区防災フェス」を企画し、消防車両の乗車体験、放水体験、

災害時の停電やトイレ対策、非常食の紹介と配布を行いました。また、マンションが

多い地域であることから、マンションの防災講座を実施しました。（令和５年度） 



 
 

２ 地域横断的な組織について 

単独の自主防災組織では、防災への備えや災害時の活動に限界があることから、地域の

横のつながりを活かした活動が行われています。市では、これらの組織と連携し、相談対

応や会議、会報などを通じて支援しています。 

 

■東南部地区福祉・防災連絡会議（南部地区、東部地区の１７区が参加） 

各地区の区長を対象とした防災学習会、防災に関する講演、要援護者台帳への理解

促進、会報への防災啓発記事の寄稿など協力・支援を行っています。 

■湖南地区防災連絡協議会 

防災訓練や講演会の開催、公立諏訪東京理科大学と連携して西山へ設置した雨量

計・河川水位計のデータを公開しています。 

■豊田自主防災会 

備蓄品や避難所用品などで連携・情報共有を図り、豊田小学校の避難所が速やかに

開設されるよう有事に備えています。 

 

３ 諏訪防災ネットワークの活用をご検討ください 

諏訪市域全体の防災・減災を推進するために令和２年に設立された「諏訪防災ネットワ

ーク」（R5.5/27 現在：会員 28 名・団体 4）では、防災知識や事務経験等を有する会員が活

動しています。令和５年７月に、諏訪市と連携協定を締結して官民連携した取組を進めて

いますので、防災訓練、避難所開設運営、防災啓発や人材育成等の分野でご活用ください。

連絡先は、危機管理室へお問い合わせください。 

 

４ “土のう”の備えについて 

市では災害に備え、消防団の協力を得て毎年一定数の“土のう”を作成し保管していま

す。しかし、災害時には多くの“土のう”を要するため、全ての希望する区への配布が困

難となります。平時から消防団との連携や市の補助金（上記１）等を活用して、“土のう”

の事前準備をお願いします。 

なお、災害発生前に市民への個別配布は行っておらず、必要な場合は区長、消防団へ問

い合わせていただいています。要望がありましたら、ご対応をお願いします。 

※保管場所を提供いただける場合はご連絡ください。 

※諏訪市水防訓練（例年５月実施）で作成した土のうは、数量を調整のうえ区へ持ち帰る

ことができます。詳しくは、後日、水防訓練の開催案内にてご確認ください。 

令和５年度 中浜町防災フェス 写真提供：中浜町 



 

５ 気象情報等の収集について ～各種ホームページ等をご活用ください～ 

■キキクル（気象庁ホームページ） （https：//www.jma.go.jp/jma/index.html） 

天気予報等や注意報・警報の発表状況、災害危険度分布等を掲載。キキクルは、災

害危険度分布を色分け図示したもの。土砂・浸水・洪水キキクルがある。 

■諏訪市防災気象情報システム“すわそらサイト” （https://city-suwa.jyouho.net） 

市内 16 カ所の観測所情報から、降水量、河川水位、雨量分布図、雨量予測、土砂

災害危険度、天気予報等を気象予報会社の分析により独自に提供。 

 

６ 災害発生後の区内被災状況の把握 

災害時には、まずは人命の安全確保を最優先して、その後区内の被災状況の把握に努め

てください。災害復旧時には、市職員等が各地区の被災調査に周ります。その際は同行な

どご協力いただきますようよろしくお願いします。 

 

７ 避難所開設運営にご協力ください 

近年突発的な自然災害が起こることも多く、地域住民が身近な一次避難所（地区公民館

等）に避難することも有効な避難手段です。大雨時や地震発生時などには、自主的に一次

避難所を開設して住民を受け入れることもご検討ください。気象状況によっては、市から

一次避難所の開設を依頼する場合もありますのでご協力ください。※開設した場合は、市

へ一報ください。 

なお、自主防災組織が一次避難所を開設する場合の手順や役割等をまとめた「避難所開

設・運営マニュアル（ひな形）」、開設・運営マニュアルをカードにした「任務分担カード

（ひな型）」を市ホームページで公開していますので、ご活用ください。 

 

８ 大雪対策について（補助金等は別紙「区・自治会への支援制度」をご覧ください） 

■除雪機の地区配備・・・除雪機の地区配備による除雪活動への支援を行っています。 

◇山間地域…乗用式大型除雪機  ◇平坦地域…歩行用小型除雪機 など 

例年、全国で除雪機を使用中の事故等が発生します。除雪作業や保守の際には、安

全確保を確実に行ってください。除雪機使用時の作業者の人身事故は、市加入保険

の補償対象となりませんのでご注意ください（必要に応じて各区で任意保険に加入

してください）。※対物・対人保険は市で加入しています。 

除雪機の運転に不安がある場合は、危機管理室にご相談ください。 

■地域防災力向上支援事業補助金による除雪機器具の整備 

■諏訪市大雪対策協力交付金 

 

９ 出前講座・地域の課題相談 

■市が行う職員出前講座に各種メニューを用意していますので、ご活用ください。防災

学習に合せて、地域の防災上の課題解決の機会にもご利用いただけます。 

■危機管理室には、防災専門員を配置しています。お困りごとなどありましたらお気軽

にご相談ください。 

 

＜お問い合わせ先＞ 諏訪市 危機管理室（TEL0266-52-4141 内線 258） 



自主防災組織 購入金額 交付決定額 購入防災資機材

1 飯 島 区 225,280円 112,000円 トランシーバー、リヤカー

2 中 浜 町 293,371円 146,000円
はしご、非常食、ストーブ、雨具
消火器、ヘルメットほか

3 湯 の 脇 ３ 区 151,800円 75,000円 救急箱セット、土嚢袋、マスク

4 双 葉 ヶ 丘 195,022円 97,000円
ストーブ、蓄電池、水、アルファ米、カセットボ
ンベ

5 北 福 島 区 55,550円 27,000円 リヤカー1台

6 上 金 子 区 1,270,500円 200,000円 ホースタワー１台

7 北 澤 区 35,640円 17,000円 ヘルメット

8 桑 原 区 304,700円 152,000円 救急箱、エアマット

9 湯 小 路 区 459,610円 200,000円
蓄電池、ソーラーパネル、救急セット、テコ、
ジャッキ、アルファ米、サバイバルシート

10 文 出 区 405,020円 200,000円 倉庫、簡易トイレ

11 南 真 志 野 区 166,100円 83,000円 テント、トイレ、担架

12 北 真 志 野 区 341,990円 170,000円 テント、トイレ

13 白狐公園防災会 196,900円 98,000円 災害用テント

14 赤 沼 区 433,480円 200,000円
ヘルメット、ワイヤレスメガホン
メガホンスタンド、KTウェイト

15 福 島 新 町 区 48,950円 24,000円 土嚢袋、オイル吸水シート

16 本 町 一 丁 目 区 64,000円 32,000円 チェーンソー１台

17 小 川 区 519,724円 200,000円 非常食、水、テント、防護服、AEDほか

18 茶 臼 山 区 377,520円 188,000円 発電機、浄水器

19 福島新町（放送） 176,000円 88,000円 区内放送設備修理

20 神 宮 寺 区 581,900円 200,000円 携帯用無線機

21 城 南 １ 丁 目 区 3,000円 1,000円 電話機

22 大 和 ２ 区 95,370円 47,000円 トイレ用テント、簡易トイレ

23 普 門 寺 区 99,000円 49,000円 段ボール間仕切り

24 湖 柳 町 区 59,396円 29,000円 非常食、水、簡易トイレ、体温計ほか

25
湖南地区防災連絡
協 議 会

95,700円 63,000円 ヘルメット、ベスト

26 西 大 手 町 区 92,180円 46,000円 発電機1台

27 下 金 子 区 171,600円 85,000円 パーテーション４セット

28 福 島 区 204,050円 102,000円 テント1基、コンロ、水土嚢

29 島 崎 二 区 223,680円 111,000円
発電機、LEDライト、ヘルメット、ダンボールト
イレ

30 武 津 区 174,483円 87,000円 テント1基、水4箱

31 大 和 ３ 区 379,500円 189,000円 AED一式

32 神 戸 区 332,750円 166,000円 車いす、スロープ、リアカー、ストレッチャー

33 小 川 区 （ 放 送 ） 374,000円 187,000円 放送設備移設工事

計 8,607,766円 3,671,000円 予算額　4,000,000円

令和４年度　自主防災組織防災資機材整備事業一覧



自主防災組織 購入金額 交付決定額 購入防災資機材

1 弁 天 １ ・ ３ 37,000円 18,000円 消火器、胴長
2 有 賀 288,200円 144,000円 車いす、リヤカー
3 本 町 一 丁 目 47,000円 23,000円 アルファ米、非常食、保存水
4 西 大 手 町 118,800円 59,000円 トランシーバー４台

5 湖 柳 町 117,124円 58,000円
水、拡声器、ストーブ、簡易トイレ、非常食、
耐水作業服

6 中 金 子 508,310円 200,000円 防災倉庫

7 湯 小 路 478,250円 200,000円
蓄電池、ソーラーパネル、LEDライト、簡易ト
イレ、アルファ米、サバイバルシート、電源

8 本 町 二 丁 目 253,280円 126,000円 保存水、非常食、土のう袋、蓄電池

9 中 浜 町 281,798円 129,000円
ストレッチャー、トランシーバー、消火器、蓄
電池、ワンセグラジオ、簡易トイレ　他

10 清 水 ３ 28,427円 14,000円 コードリール、照明、三脚

11 文 出 404,534円 200,000円
簡易担架、トイレテント、懐中電灯、ランタン、
ブランケット、保存水、非常食

12 飯 島 331,100円 165,000円 簡易テント、テント用ウエイト
13 北 澤 225,800円 112,000円 ヘルメット、携帯ライト、保管庫
14 福 島 新 町 25,850円 12,000円 非常食
15 白 狐 公 園 130,680円 65,000円 携帯無線機
16 渋 崎 37,620円 18,000円 簡易トイレ
17 桑 原 299,900円 149,000円 ポータブル電源
18 弁 天 ２ 64,400円 32,000円 リヤカー
19 島 崎 ２ 118,580円 59,000円 簡易テント
20 福 島 225,610円 112,000円 防災倉庫
21 小 川 259,842円 129,000円 飲料水、非常食、USBコンセント、ガソリン携
22 榊町 (事業中止） 0円 0円 0
23 南 真 志 野 130,075円 65,000円 寝袋、簡易トイレ、トイレ用テント　スケットイ
24 双 葉 ヶ 丘 170,500円 85,000円 チェーンソー、浄水器
25 下 金 子 182,050円 91,000円 トランシーバー４台、予備バッテリー
26 神 宮 寺 99,136円 49,000円 車いす補助具、拡声器
27 伝 柳 町 85,800円 42,000円 ダイレクトバルブ
28 衣 之 渡 5,610,000円 200,000円 非常用発電設備
29 普 門 寺 237,490円 118,000円 防災倉庫
30 赤 沼 320,240円 160,000円 発電機、電源アダプター、非常食
31 立 石 町 （ 放 送 ） 153,098円 76,000円 配線移設工事、ポール補修工事
32 武 津 163,895円 81,000円 簡易テント、浄水器、簡易トイレ、非常食
33 神 戸 313,632円 156,000円 アルファ米、非常食、保存水
34 角間新田（放送） 227,480円 113,000円 区内放送無線移設工事
35 角 間 新 田 121,330円 60,000円 可搬型スピーカー

計 11,771,631円 3,320,000円 予算額　5,000,000円

令和5年度　自主防災組織防災資機材整備事業一覧


